
医学講座 参加無料参加無料

アクセス

お問合せ
さがみ野中央病院
☎046-233-5110（代表）
神奈川県海老名市東柏ヶ谷6-20-20

さがみ野駅南口から徒歩５分､
相模大塚駅から無料シャトルバス

大和厚木バイパス
相模
大塚駅

さがみ野駅

さがみ野中央病院

南口

厚
木
街
道

40
マルエツ

東柏ヶ谷
相模大塚

相鉄線

246

9月30日（月）13：00から日 時

会 場 さがみ野中央病院 １階 リハビリテーション室

次回予告
10月下旬開催予定

お薬で治療する「骨粗しょう症」 ～新薬の情報も含めて～
　昨年度、当院の整形外科や骨粗鬆症
外来では、1400人を超える患者さまに骨
粗鬆症の薬物治療を行ないました。今年
３月に登場した新薬の情報も含めて、骨
粗鬆症治療の最近の話題を、当院の山
田院長がわかりやすくお話します。

しょう

しょう

しょう

講 

師

さがみ野中央病院
整形外科
山田 久孝 院長
整形外科専門医・日本骨粗鬆症学会認定医

医学講座 参加無料参加無料

アクセス

お問合せ
大和成和病院
☎046-278-3911（代表）
神奈川県大和市南林間9-8-2

南林間駅･中央林間駅･鶴間駅･
さがみ野駅から無料シャトルバス

9月25日（水）14：00～15：30

循環器内科医が教えるお薬との上手な付き合い方
　循環器系の多くの病気では、毎日薬を
服用し、長期にわたる服薬になります。だから
こそ、ご自身が処方されている薬を正しく理
解し、上手につきあっていくことが大切です。
今回の講座では、薬についての不安などを
解消できるように循環器内科の医師がお話
しますので、是非ご参加ください。

講 

師

大和成和病院
循環器内科

浦部 晶博 医師

日 時

会 場 大和成和病院 1階 ロビー

次回予告
10月30日（水）開催

※当日、タイトルを変更する場合もございます。ご了承ください。

～症状に合わせた
　　　飲み方改革～

中
央
林
間
駅

南
林
間
駅
鶴
間

大和成和
病院

50
小
田
急
江
ノ
島
線

南林間
入口

十一条
通り

支
喘
息
〉〈
片
頭
痛
〉
な
ど
が
増

え
る
時
期
で
す
。

　

急
性
心
筋
梗
塞
の
発
症
と
気
圧

の
関
連
を
調
べ
た
研
究
で
は
、
気

圧
１
０
１
６
hPa
に
お
い
て
は
日
平

均
発
症
率
が
最
も
低
く
、
10 

hPa
低

下
す
る
と
発
症
率
は
12
％
上
が

り
、
10 

hPa
上
昇
し
て
も
発
症
率
が

11
％
上
が
っ
た
そ
う
で
す
。　

　

台
風
が
通
過
す
る
晩
夏
の
夜
は

体
調
管
理
に
十
分
ご
注
意
を
！
」。

〈
取
材
協
力
〉
大
和
成
和
病
院

　
☎
０
４
６・２
７
８・３
９
１
１

は
女
性
と
65
歳
以
上
の
方
の
発
症

が
多
く
、
夜
に
は
男
性
と
65
歳
未

満
の
方
、
飲
酒
者
、
喫
煙
者
、
就

業
者
の
発
症
が
有
意
に
多
い
と

い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す

（
２
０
０
１
年
日
本
循
環
器
学
会

誌
に
掲
載
さ
れ
た
報
告
よ
り
）。

　

ま
た
、
四
季
が
あ
る
日
本
に
お

い
て
は
、
急
性
心
筋
梗
塞
は
、
夏

に
は
、
昼
間
よ
り
も
夜
間
の
発
症

が
増
え
る
そ
う
で
す
（
２
０
１
８

年
ア
メ
リ
カ
心
臓
学
会
誌
に
掲
載

さ
れ
た
調
査
研
究
報
告
よ
り
）」

気
圧
と
病
気
の
関
係

　
（
続
く
）「
台
風
が
多
く
な
る
こ

の
９
月
は
、“
気
象
病
”
と
い
わ

れ
る
〈
急
性
心
筋
梗
塞
〉〈
気
管

　
（
倉
田
院
長
）「
日
本
人
の
『
三

大
死
因
』
の
一
つ
〈
急
性
心
筋
梗

塞
〉
は
、
生
活
習
慣
や
遺
伝
的
な

要
因
の
ほ
か
、
気
候
の
急
変
や
環

境
変
化
な
ど
が
発
症
に
関
係
し
て

い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
」

時
間
帯
と
性
別
・
年
齢
の
特
徴

　
（
続
く
）「
１
日
の
う
ち
で
急
性

心
筋
梗
塞
を
発
症
し
や
す
い
時
間

帯
は
、
朝
（
８
時
～
12
時
）
と
夜

（
20
時
～
24
時
）
と
い
う
２
つ
の

ピ
ー
ク
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
朝
に

◇
倉
田 

篤 

院
長
／
大
和
成
和
病
院

循
環
器
専
門
の
大
和
成
和
病
院
で

３
０
０
０
例
以
上
の
心
臓
手
術
の

経
験
を
も
つ
現
役
の
心
臓
血
管
外
科

医
。
現
在
で
も
手
術
や
外
来
な
ど
の

診
療
を
行
な
っ
て
い
る
現
場
第
一
の

ド
ク
タ
ー
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

は
、次
の
よ
う
に
話
し
て
い
ま
す
。

　
（
岩
田
さ
ん
）「
今
後
の
介
護
の

心
配
や
、入
院
費
用
の
こ
と
な
ど
、

ど
の
よ
う
な
内
容
で
も
、
ご
不
安

な
こ
と
は
私
た
ち
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
各
種
保
険
や
社
会
制
度
、

病
院
機
能
の
違
い
な
ど
も
、
丁
寧

に
説
明
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
声
か
け
く
だ
さ
い
」。

　
（
内
藤
さ
ん
）「
当
院
で
は
、
ご

自
宅
で
介
護
を
し
て
い
る
ご
家
族

の
一
時
的
な
休
養
の
た
め
、
ま
た

は
急
な
ご
用
事
な
ど
で
介
護
が
必

要
な
方
を
一
時
的
に
お
預
か
り
す

る
た
め
の
『
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
（
Ｍ
Ｓ
Ｓ
）』
も
実
施

し
て
い
ま
す
。
是
非
、
ご
活
用
く

だ
さ
い
」。

■
さ
が
み
野
中
央
病
院
（
海
老
名

市
東
柏
ヶ
谷
６
の
20
の
20
）
取
材

協
力
／
医
療
社
会
サ
ー
ビ
ス
部

市
）
の
「
医
療
社
会
サ
ー
ビ
ス
部
」

で
は
、
社
会
福
祉
士
の
国
家
資
格

を
も
つ
専
属
の
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
が
、
同
院
を
利
用
す
る

人
々
が
抱
え
て
い
る
心
理
的
な
悩

み
な
ど
の
相
談
に
対
応
し
て
い
ま

す
。相
談
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、

心
理
的
・
社
会
的
問
題
の
調
整
・

援
助
や
、
医
療
的
・
社
会
的
な
制

度
の
活
用
方
法

を
提
案
す
る
な

ど
し
て
、
患
者

の
社
会
復
帰
の

促
進
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　

同
院
の
医
療

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
で
あ
る

社
会
福
祉
士
の

岩
田
隆
治
さ
ん

と
内
藤
希
さ
ん

　

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

（
Ｍ
Ｓ
Ｗ
）
と
い
う
職
業
を
知
っ

て
い
ま
す
か
？
病
院
な
ど
の
医
療

現
場
で
、
患
者
や
家
族
を
社
会
福

祉
の
立
場
か
ら
幅
広
く
サ
ポ
ー
ト

す
る
専
門
職
で
す
。

社
会
福
祉
士
が
２
名
常
駐

　

さ
が
み
野
中
央
病
院
（
海
老
名

大和成和病院
心臓血管外科
関 宏 医師

術
で
は
リ
ス
ク
が
高
い
と
考
え
ら

れ
る
場
合
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

【
低
侵
襲
手
術
／
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
】

　
人
工
心
肺
を
使
用
し
、
胸
骨
を

部
分
切
開
（
小
切
開
）
し
て
行
な

う
方
法
。
若
年
者
や
高
度
の
石
灰

化
を
と
も
な
わ
な
い
骨
格
の
し
っ

か
り
し
た
患
者
さ
ま
に
適
用
さ
れ

ま
す
。

　
Ｑ
．
こ
れ
ら
の
手
術
は
、
ど
こ

で
受
け
ら
れ
る
の
で
す
か
？

　

Ａ
．
当
院
（
大
和
成
和
病
院
）

で
実
施
し
て
い
ま
す
。
比
較
的
新

し
い
治
療
で
す
の
で
、
ど
の
病
院

で
も
行
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
当
院
で
は
、
個
々
の

患
者
さ
ま
に
合
わ
せ
た
最
適
な
治

療
法
を
考
え
、
患
者
さ
ま
の
満
足

を
得
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
お

り
、
良
好
な
成
績
に
結
び
つ
け
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

弁
膜
症
を
は
じ
め
と
す
る
心
臓

の
病
気
は
、
ぜ
ひ
当
院
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

患
者
さ
ま
が
い
た
こ
と
は
、
事
実

で
す
。

　

し
か
し
現
在
は
、
患
者
さ
ま
の

状
態
に
合
わ
せ
て
、
手
術
方
法
の

選
択
肢
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
Ｑ
．
新
し
い
手
術
方
法
に
つ
い

て
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．
は
い
。
２
つ
紹
介
し
ま
す
。

【
経
カ
テ
ー
テ
ル
手
術
／
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
】

　
心
臓
を
止
め
る
こ
と
な
く
、
足

の
つ
け
根
に
あ
る
動
脈
か
ら
、
カ

テ
ー
テ
ル
の
操
作
で
新
し
い
人
工

弁
を
移
植
す
る
方
法
。高
齢
者
や
、

人
工
心
肺
を
使
用
し
た
通
常
の
手

　
Ｑ
．
高
齢
者
の
中
に
は
、
他
の

病
気
を
抱
え
て
い
た
り
、
体
力
が

な
い
人
も
い
て
、
大
掛
か
り
な
胸

を
開
け
る
心
臓
手
術
に
耐
え
ら
れ

る
人
は
、
多
く
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？

　

Ａ
．
確
か
に
、
こ
れ
ま
で
の
大

動
脈
弁
の
手
術
で
は
、
胸
を
大
き

く
切
開
し
、「
人
工
心
肺
」
と
い

う
装
置
を
使
っ
て
心
臓
を
止
め
、 

新
し
い
人
工
弁
を
縫
い
付
け
る
方

法
が
主
流
で
し
た
の
で
、
体
へ
の

負
担
を
考
え
、
な
か
な
か
手
術
に

踏
み
切
れ
な
い
で
い
る
ご
高
齢
の

　
Ｑ
．「
大
動
脈
弁
狭
窄
症
」
は
、

高
齢
者
に
多
い
病
気
と
聞
い
て
い

ま
す
。
服
薬
治
療
だ
け
で
治
る
の

で
し
ょ
う
か
？

　

Ａ
．
大
動
脈
弁
狭
窄
症
は
、
軽

度
・
中
等
度
で
あ
っ
て
も
、
徐
々

に
進
行
し
て
い
く
た
め
、
残
念
な

が
ら
根
本
治
療
に
は
、
手
術
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。

　

循
環
器
専
門
の
大
和
成
和
病
院
（
大
和
市
南
林
間
９
の
８
の
２
☎︎
０
４
６
・
２
７

８
・
３
９
１
１
）
で
、
心
臓
血
管
外
科
を
担
当
し
て
い
る
関
宏
医
師
に
、
弁
膜
症
の

中
で
も
多
い
「
大
動
脈
弁
狭
窄
症
」
の
治
療
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。〈
取
材
協
力
〉

と
っ
て
出
口
の
“
扉
”
が
重
た
く

な
り
、
筋
肉
量
を
増
や
し
て
対
応

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
負
担
が

長
く
続
い
た
り
、
大
き
く
な
っ
た

り
す
る
と
、「
心
不
全
」
や
「
突

然
死
」
の
原
因
に
も
な
る
の
で
、

怖
い
病
気
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。

重
篤
な
症
状
が
出
た
時
に
は

　

発
症
の
初
期
は
、
症
状
を
と
も

な
わ
ず
に
進
行
す
る
こ
と
が
多

く
、
症
状
（
心
不
全
・
失
神
・
狭

心
症
）
が
出
る
と
、
そ
れ
か
ら
の

平
均
余
命
は
、
心
不
全
で
２
年
、

失
神
で
３
年
、
狭
心
症
で
５
年
と

い
う
研
究
報
告
も
あ
り
ま
す
。

へ
送
っ
て
い
ま
す
。

加
齢
で
開
き
が
悪
く
な
る

　

こ
の
大
事
な
働
き
を
し
て
い
る

大
動
脈
弁
は
、
３
枚
の
半
月
形
の

弁
尖
か
ら
な
り
ま
す
。「
大
動
脈

弁
狭
窄
症
」
は
、
大
動
脈
弁
が
加

齢
に
よ
っ
て
硬
化
し
、
開
き
が
悪

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
病
気
で
す
。

　

長
寿
国
・
日
本
で
は
、
弁
に
障

害
が
起
き
る
「
弁
膜
症
」
が
増
え

て
い
ま
す
が
、
こ
の
「
大
動
脈
弁

狭
窄
症
」
は
、
そ
の
中
で
も
か
な

り
多
い
弁
膜
症
で
す
。

　

弁
の
硬
化
が
進
む
と
、
心
臓
に

く
血
液
が
拍
出
で
き
る
よ
う
に
大

事
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る“
扉
”

が
あ
り
ま
す
。そ
れ
が「
弁
」で
す
。

逆
流
し
な
い
よ
う
に

　

弁
は
４
つ
あ
り
、

そ
の
中
で
も
心
臓

の
メ
イ
ン
ポ
ン
プ

で
あ
る
左
心
室
に

は
、
出
口
に
「
大

動
脈
弁
」
が
あ
り
、

１
日
に
約
10
万
回

に
も
わ
た
っ
て
、

血
液
を
逆
流
な
く

ス
ム
ー
ズ
に
全
身

　

心
臓
に
は
、
血
液
を
押
し
出
す

４
つ
の
部
屋
（
左
心
室
／
右
心
室

／
左
心
房
／
右
心
房
）
が
あ
り
、

各
部
屋
に
は
、
一
方
向
に
効
率
よ

　

全
身
に
必
要
な
血
液
を
送
り
出
し
て
い
る
心
臓
に
は
、
逆
流
し
な
い
よ
う
に
各

所
に
「
弁
」
が
つ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
加
齢
に
よ
っ
て
不
具
合
を
起
こ
し

や
す
い
の
が「
大
動
脈
弁
」で
す
。高
齢
者
に
こ
の
障
害
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

大動脈弁

大動脈弁
狭窄症

中等度狭窄 高度狭窄

正 常

狭窄
心臓のイメージ

左心房左心房
僧帽弁

全身へ

右心房右心房

左心室

大動脈大動脈

大動脈弁

生
存
率

参考「Guidelines for Surgical and Interventional Treatment of Valvular Haert Disease（JCS 2012）」
2 3 5 （年）経年変化

症状の発現

遅れて
手術

手術後無症状の
時期

手術を
しない場合

100

50 狭心症
失神

（％）

心不全

重篤な症状が起きてからの平均余命

大和成和病院
倉田 篤 院長

さがみ野中央病院（☎046-233-5110）の
「医療社会サービス部 担当／岩田・内藤」へご連絡ください。

お問合せは・・・
岩田隆治
社会福祉士

内藤希
社会福祉士

・今後、介護が必要になったらどうしよう？
・退院後も継続してリハビリを受けたい・・・　
・入院費用が心配・・・どのくらい必要なの？
・転院できる病院や施設のことが知りたい！
・「あと少しで退院」との医師の言葉に
  この先が心配になった。 など

心配事はぜひ相談を！

私たち「医療ソーシャルワーカー」は、
患者さまが地域や家庭において、

自立した生活を送れるように、社会福祉の立場から、
患者さまやご家族の抱える心理的・
社会的な問題の解決と調整を行ない、

社会復帰の促進を援助する
専門のスタッフです。

〜
心
臓
病
専
門
病
院
の
院
長
が
語
る
オ
モ
シ
ロ
話
〜

晩
夏
の
夜
は「
心
筋
梗
塞
」に
ご
注
意
を
！

大
和
成
和
病
院
　
倉
田 

篤 

院
長

さ
が
み
野
中
央
病
院（
医
療
社
会
サ
ー
ビ
ス
部
）

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
積
極
的
に
支
援

大
動
脈
弁
狭
窄
症

心
臓
を
止
め
な
い
手
術
や
小
切
開
の
手
術
を
実
施

大
和
成
和
病
院
　
関 

宏 
医
師

　

弁
膜
症
の
中
で
も

　
　
　
　

か
な
り
多
い「
大
動
脈
弁
狭
窄
症
」
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今月のイチオシ

Recruit Information

夢、広がる。
仕事、見つかる。
私、頑張る。

ユニフォーム貸与プライベート充実

パート正社員 夜勤有 補助有

経験者
優遇

未経験
歓迎

キャリアアップ
制度有

託児所有 車通勤可 送迎バス有

正 パ 補綾瀬市 勤務時間　   ８：３０～１７：３０　   応相談（８：３０～１７：３０）、給与は全て経験10年モデル

① 医療事務

待遇 医療費補助制度、社会保険完備、ユニフォーム貸与、交通費支給（上限５万円）、別途手当（夜勤など）、　  賞与年３回など

綾瀬厚生病院 ☎0467-77-5111
http://www.fureai-g.or.jp/ayase-hp/

医療法人社団
柏綾会

〒252-1107｠神奈川県綾瀬市深谷中１ー 4 1ー6

綾瀬市の
中核病院有休取得率９０％以上！年間休日１２１日＋夏休３日でプライベートも充実♪

お電話でご質問にお答えします。
エントリーは当院HPからもで
きます。院内見学も可能！
　　　　総務課／古川
　　　　看護部／南・木村

応 

募

月給20万4,0００円　　時給1,0００円～

② 看護補助

20～50代まで活躍！夜勤手当、資格取得制度あり〈介護福祉士・介護職員初任者研修など〉
月給21万3,4００円　　時給1,1００円～

1

21
3 4

③ 看護師・准看護師4

③ 総務課

各医療スタッフを支える縁の下の力持ち！病院全体の運営に携わります
月給24万4,5００円

3

3

平均年齢29歳の活気あふれる職場です。即戦力（資格所有者・経験者）歓迎！

2

無料シャトルバスや職員食堂、保育所があるので、子育て世代に最適！

看護師 月給29万2,2００円　　時給1,5００円～月給29万2,2００円　　時給1,5００円～
准看護師 月給24万4,6００円　　時給1,2００円～月給24万4,6００円　　時給1,2００円～

「
シ
ニ
ア
レ
ジ
デ
ン
ス
町
田
」１
階
ロ
ビ
ー

　
「
１
階
は
、
当
ホ
ー
ム
『
シ
ニ

ア
レ
ジ
デ
ン
ス
町
田
』
の
受
付
・

事
務
室
・
入
居
者
専
用
レ
ス
ト
ラ

ン
が
あ
り
ま
す
。別
の
エ
リ
ア（
同

じ
１
階
）
に
は
、
併
設
病
院
の
受

付
・
診
察
室
・
検
査
室
・
手
術
室
・

人
工
透
析
治
療
施
設
（
20
床
）
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　

２
階
の
全
エ
リ
ア
は
、
当
ホ
ー

ム
『
シ
ニ
ア
レ
ジ
デ
ン
ス
町
田
』

の
居
室
フ
ロ
ア（
全
80
室
）で
、３
・

４
階
の
全
エ
リ
ア
は
、
併
設
病
院

の
入
院
病
棟
に
な
っ
て
い
ま
す
」

　
︱
︱
︱
各
階
の
出
入
口
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
当
ホ
ー
ム
の
１
階
に
は
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
お
り
、
関
係
者
以

外
は
出
入
り
が
で
き
な
い
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
一
度
、
ご
見
学
い
た
だ

き
、
当
ホ
ー
ム
と
病
院
・
リ
ハ
ビ

リ
セ
ン
タ
ー
・
老
健
・
薬
局
な
ど

の
連
携
体
制
を
ご
自
身
の
目
で
ご

確
認
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
見
学
会
に
是
非
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
」。

お
声
を
頂
戴
し
て
お
り
ま
す
」

　
︱
︱
︱
で
は
、
要
介
護
度
が
高

い
人
が
入
居
す
る
専
用
の
有
料
老

人
ホ
ー
ム
な
の
で
す
か
？

　
「
そ
う
い
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
当
ホ
ー
ム
で
は
、『
自
立
』

か
ら
『
要
介
護
５
』
の
方
ま
で
ご

入
居
い
た
だ
け
ま
す
。

　

今
お
元
気
な
方
は
、
定
期
的
な

健
康
診
断
の
ほ
か
、
わ
ざ
わ
ざ
遠

く
の
病
院
に
行
か
な
く
て
も
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
肺
炎
な
ど
の
予

防
接
種
を
下
の
階
（『
ふ
れ
あ
い

町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
』
１
階
診
察
室

ほ
か
）
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

も
し
も
入
院
が
必
要
に
な
っ
た

と
し
て
も
、
同
じ
建
物
の
３
・
４

階
が
入
院
病
棟
（
ふ
れ
あ
い
町
田

ホ
ス
ピ
タ
ル
／
ベ
ッ
ト
数
１
９
９

床
）
な
の
で
、
い
つ
も
過
ご
し
て

い
る
ホ
ー
ム
（『
シ
ニ
ア
レ
ジ
デ

ン
ス
町
田
』
の
居
室
は
２
階
）
と

ほ
ぼ
同
じ
場
所
で
の
入
院
生
活
に

な
り
、
安
心
だ
と
思
い
ま
す
」

　
︱
︱
︱
建
物
内
部
を
、
も
う
少

し
詳
し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

多
摩
丘
陵
に
あ
る
「
シ
ニ
ア
レ

ジ
デ
ン
ス
町
田
」（
介
護
付
有
料

老
人
ホ
ー
ム
）
は
、
季
節
の
移
り

変
わ
り
を
肌
で
感
じ
な
が
ら
、
高

齢
者
が
将
来
の
不
安
な
く
、
毎
日

を
送
る
た
め
の
「
住
ま
い
」
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
に
お

話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
︱
︱
︱
地
域
病
院
が
併
設
さ
れ

て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
が
…
？

　
（
シ
ニ
ア
レ
ジ
デ
ン
ス
町
田
の

ス
タ
ッ
フ
）「
は
い
。
医
療
法
人

社
団
康
心
会
『
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ

ス
ピ
タ
ル
』を
併
設
し
て
い
ま
す
。

　

当
ホ
ー
ム
内
で
も
手
厚
い
医
療

サ
ポ
ー
ト
を
行
な
っ
て
お
り
、『
医

療
行
為
（
人
工
透
析
・
胃
ろ
う
・

在
宅
酸
素
な
ど
）
を
考
え
る
と
、

な
か
な
か
良
い
ホ
ー
ム
が
な
い
』

と
の
お
困
り
の
方
な
ど
か
ら
、『
安

心
し
て
入
居
で
き
る
と
こ
ろ
が

や
っ
と
見
つ
か
っ
た
』
と
い
っ
た

　

○
…
腰
部
（
背
骨
や
腰
の
神
経

な
ど
）
を
専
門
的
に
扱
う
「
脊

椎
・
脊
髄
セ
ン
タ
ー
」
で
、
月
・

木
・
金
曜
日
（
㈭
以
外
は
午
前
の

み
）
の
外
来
診
察
を
担
当
し
て
い

ま
す
。
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
責
任

者
（
セ
ン
タ
ー
長
）
と
し
て
、
ふ

れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
に
所
属

す
る
整
形
外
科
担
当
医
ら
と
情
報

を
共
有
し
て
患
者
の
診
療
方
針
を

検
討
す
る
際
に
、意
見
を
ま
と
め
、

方
向
性
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

○
…
初
診
時
に
予
約
が
不
要
で

あ
る
こ
と
や
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
が
同

日
に
受
け
ら
れ
る
利
便
性
か
ら
、

“
口
コ
ミ
”
で
同
セ
ン
タ
ー
に
来

院
す
る
人
も
多
く
「
特
に
骨
粗
鬆

症
な
ど
に
よ
る
腰
の
骨
折
で
は
、

Ｘ
線
（
レ
ン
ト
ゲ
ン
）
撮
影
だ
け

で
は
確
定
診
断
が
つ
か
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
は
、
Ｘ

線
で
わ
か
ら
な
い
内
容
も
確
認
で

き
る
利
点
が
あ
り
ま
す
の
で
、
患

者
さ
ま
に
再
来
院
の
お
手
間
や
時

間
的
な
ご
負
担
を
お
か
け
し
な
い

よ
う
に
、
同
日
検
査
が
で
き
る
よ

う
に
し
て
お
り
ま
す
」
と
笑
顔
で

話
し
ま
す
。主
な
対
象
疾
患
は「
腰

部
脊
柱
管
狭
窄
症
」「
腰
椎
椎
間

板
ヘ
ル
ニ
ア
」
な
ど
で
、
腰
の
痛

み
の
ほ
か
、
足
の
し
び
れ
・
疼
痛

な
ど
の
神
経
症
状
を
う
っ
た
え
る

ケ
ー
ス
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

　

○
…
話
し
や
す
い
お
お
ら
か
な

雰
囲
気
が
あ
り
、
遠
方
か
ら
「
先

生
に
診
て
も
ら
い
た
い
」
と
来
院

す
る
人
や
、「
今
ま
で
他
院
の
医

師
に
は
話
せ
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

先
生
に
だ
っ
た
ら
」
と
転
院
す
る

人
も
多
い
と
い
い
ま
す
。
そ
れ
に

対
し
、「
私
は
“
駆
け
込
み
寺
”

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
患
者
さ
ま

の
お
悩
み
や
苦
痛
の
解
放
に
尽
力

で
き
た
時
は
、
純
粋
に
嬉
し
い
で

す
。
心
か
ら
、
医
師
で
よ
か
っ
た

と
思
い
ま
す
」。
治
療
に
は
、
飲

み
薬
・
塗
り
薬
・
貼
り
薬
の
投
与

の
ほ
か
、
ブ
ロ
ッ
ク
注
射
や
、
コ

ル
セ
ッ
ト
な
ど
の
装
具
の
使
用
、

手
術
を
含
め
た
多
く
の
選
択
肢
が

あ
り
ま
す
。「
患
者
さ
ま
の
Ａ
Ｄ

Ｌ
（
日
常
生
活
動
作
）
と
Ｑ
Ｏ
Ｌ

（
生
活
の
質
）
を
考
え
て
ベ
ス
ト

な
方
針
を
提
示
し
ま
す
が
、
ま
ず

は
患
者
ご
本
人
さ
ま
が
治
療
に
納

得
し
、
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
く
こ
と
を
重
要
視
し
て
い
ま

す
」
と
優
し
く
話
し
ま
し
た
。

西川 雄司 医師
 （にしかわ ゆうじ）　　　　

ふれあい町田ホスピタル
【脊椎・脊髄センター長】
日本専門医機構 整形外科専門医

日本整形外科学会 認定脊椎脊髄病医

  

腰
部
治
療
の
専
門
性
と

       

　  

漂
う
雰
囲
気
が
与
え
る
安
心
感

こ
の「
人
」に
聞
く

「お気軽にご相談ください」と
話す西川雄司センター長

　

保
存
療
法
で
は
、
運
動
療
法
や

お
薬
、
コ
ル
セ
ッ
ト
（
腰
痛
ベ
ル

ト
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
Ｑ
．
保
存
療
法
に
つ
い
て
も
う

少
し
詳
し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．
は
い
。
お
薬
に
は
、
血
流

を
良
く
す
る
「
血
流
改
善
剤
」
や

痛
み
を
緩
和
さ
せ
る
「
鎮
痛
剤
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

注
射
で
は
、「
硬
膜
外
ブ
ロ
ッ

ク
」「
神
経
根
ブ
ロ
ッ
ク
」
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
ス
テ

ロ
イ
ド
を
注
射
し
て
、
痛
み
や
炎

症
を
抑
え
る
効
果
を
期
待
す
る
も

の
で
す
。

　

コ
ル
セ
ッ
ト
の
装
着
で
は
、
体

を
支
え
る
筋
肉
や
背
筋
の
働
き
を

助
け
る
こ
と
で
、
腰
の
痛
み
が
出

る
姿
勢
を
と
ら
な
い
よ
う
に
す
る

狙
い
が
あ
り
ま
す
。

　

状
態
に
よ
っ
て
、
最
適
な
治
療

法
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
の

で
、
腰
の
お
悩
み
は
、
ぜ
ひ
当
院

（
☎︎
０
４
２
・
７
９
８
・
１
１
２
１
）

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

体
に
関
心
を
も
ち
、
さ
ら
に
健
康

診
断
や
、
時
に
は
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
な

ど
に
よ
っ
て
、
ご
自
身
の
背
骨
や

脊
柱
管
の
状
態
を
把
握
し
て
お
く

こ
と
が
良
い
で
し
ょ
う
。

　
Ｑ
．
も
し
も
「
腰
部
脊
柱
管
狭

窄
症
」
を
患
っ
た
ら
、
ど
の
よ
う

な
治
療
を
行
な
う
の
で
す
か
？

　

Ａ
．
当
院
（
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ

ス
ピ
タ
ル
）
で
は
、
私
を
含
め
、

腰
を
専
門
と
し
て
い
る
医
師
が
お

り
ま
す
の
で
、
保
存
療
法
（
服
薬

や
注
射
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
）
の
ほ
か
、
手
術
を
含
め
た

治
療
を
、
患
者
さ
ま
や
ご
家
族
さ

ま
の
お
話
を
よ
く
お
聞
き
し
た
上

で
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

と
し
て
、
足
の
痛
み
・
し
び
れ
、

筋
力
の
低
下
の
ほ
か
、
感
覚
が
鈍

く
な
っ
た
り
、
残
尿
感
な
ど
の
知

覚
・
運
動
・
自
律
神
経
に
影
響
が

出
て
き
ま
す
。

　

歩
け
ば
歩
く
ほ
ど
、
症
状
が
悪

化
し
ま
す
が
、
休
め
ば
そ
の
症
状

が
治
ま
る
こ
と
も
多
く
、
病
気
を

発
症
し
て
い
る
こ
と
自
体
、
気
づ

か
な
い
ま
ま
悪
化
し
て
し
ま
う
方

も
い
ま
す
。

　
Ｑ
．
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
病
気

の
発
症
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
か
？

　

Ａ
．
日
頃
か
ら
、
ご
自
分
の
お

歳
前
後
に
な
る
と
骨
や
椎
間
板
、

靭
帯
が
厚
く
な
り
、
神
経
の
通
り

道
で
あ
る
“
ト
ン
ネ
ル
”
の
役
割

を
果
た
す「
脊
柱
管
」が
狭
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
し
て
、
神
経

を
圧
迫
・
締
め
付

け
る
こ
と
で
痛
み

な
ど
を
生
じ
る
の

が
「
腰
部
脊
柱
管

狭
窄
症
」
で
す
。

　

Ｑ
．
こ
の
病
気

を
発
症
す
る
と
、

ど
の
よ
う
な
症
状

が
出
ま
す
か
？

　

Ａ
．
自
覚
症
状

　
Ｑ
．「
腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症
」は
、

ど
の
世
代
に
多
い
病
気
で
す
か
？

　

Ａ
．
中
高
年
の
方
に
多
い
脊
椎

（
背
骨
）
の
病
気
で
す
。

　

骨
は
老
化
し
て
い
く
た
め
、
60

 　
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
に
は
、
腰
部
を
専
門
的
に
扱
う
「
脊
椎
・
脊
髄
セ
ン

タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
る
西
川
雄
司
医
師
＝
今
号
「
こ

の
人
に
聞
く
」
で
紹
介
＝
に
、「
腰よ
う
ぶ部

脊せ
き
ち
ゅ
う
か
ん

柱
管
狭き
ょ
う
さ
く
し
ょ
う

窄
症
」
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

昼食例

昼食付き施設見学会
９／２１（土）～１０／６（日）

高齢者ご本人、高齢者のご家族、中高年を迎える方、
将来老人ホームへの入居を検討している方など

有料老人ホーム「シニアレジデンス町田」の施設を
見学、実際に当日入居者が食べる昼食の試食、併設
病院や老健、リハビリセンターの説明（一部見学あり）

入居に必要な費用、後見人・相続に関すること、
具体的な介護内容など、個別の相談も可能

●電車では、京王線「多摩境駅」「南大沢駅」・
  JR「相模原駅（日・祝は運休）」から無料シャトルバスで約５～１０分。
●車では、国道１６号などから「多摩境通り」を上り方面へ。
  信号「小山長池トンネル南」近く〈無料駐車場あり〉

お昼にかけて（おおよそ午前１１時から開始）
※「昼食なし」のご見学も可能。その場合、午前１０時～午後５時の間になります

シニアレジデンス町田
東京都町田市小山ヶ丘１‒３‒８ ０１２０-８６-６５３４

１日２組様限定
お電話申込み券

＊９／２１～１０／６の見学会が対象。
＊先着申込み順

対象

内容

交通

時間

相談

開催

無料
キリトリ

キリトリ

お問合せ

相模原駅

多
摩
境
駅
コストコ

町田街道

北口

橋本
JR横浜線

京
王
線 小山

シニア
レジデンス
町田

腰
部
疾
患
で
は
、
足
の
痛
み
や
し
び
れ
を
う
っ
た
え

る
人
が
多
い　
＝
同
院
「
脊
椎
・
脊
髄
セ
ン
タ
ー
」
に
て

シニアレジデンス町田

病院が併設された
有料老人ホームの良さとは

無料見学会（昼食付）で実際に確認を

取
材
協
力
／
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル「
脊
椎
・
脊
髄
セ
ン
タ
ー
」

 
腰
痛（
脊
柱
管
狭
窄
症
）の
原
因
と
治
療
法

2



医療ビジネス観光福祉
専門学校
神奈川県相模原市南区上鶴間本町3-18-27
☎042-744-9711
http://www.mbsi.ac.jp
詳細はHPをCheck！！            
医療ビジネス観光福祉専門学校

JR町田駅徒歩1分！
POINT！

オープンキャンパス
9月21日㈯10：00～12：00

など

指定校推薦説明会
9月7日㈯10：00～12：00
POINT！

●出願条件について
●出願書類の確認

●実際とほぼ同じ内容の「模擬授業」が受けられる
●入試・学費についてなど

模擬授業
つき

模擬授業
つき

介護福祉学科を
新設

職場体験の様子

実
際
の
割
合
を
み
て
み
る

と
、
透
析
患
者
さ
ま
の
死
亡

原
因
の
う
ち
、
こ
れ
ら
の
疾

患
を
含
ん
だ
『
心
血
管
死
』

は
、
全
体
の
33
．
８
％
も
占

め
て
い
る
の
で
す
」

循
環
器
で
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

　
「
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、

循
環
器
を
専
門
的
に
扱
っ
て

い
る
大
和
成
和
病
院
と
連
携

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
心
血
管
な

ど
に
関
す
る
内
科
的
・
外
科
的
な

治
療
に
お
い
て
も
、
迅
速
に
対
応

で
き
る
体
制
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

メ
リ
ッ
ト
は
、
透
析
患
者
さ
ま
に

と
っ
て
、
心
強
い
サ
ポ
ー
ト
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
在
宅
介
護
が
困
難
な
透

析
患
者
さ
ま
は
、
入
院
し
な
が
ら

透
析
治
療
を
お
受
け
い
た
だ
け
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
当
院
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
」

安
全
性
を
示
す
水
質
管
理

　
「
近
年
は
、
透
析
液
の
水
質
管

り
、
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
①
を

行
な
っ
て
お
り
ま
す
」

日
本
は
ワ
ー
ス
ト
２
位

　
「
２
０
１
７
年
の
統
計
に
よ
る

と
、
全
国
の
透
析
患
者
数
は
約

33
万
人
に
の
ぼ
り
、
人
口
１
０
０

万
人
対
比
の
有
病
率
は
、
世
界
で

２
番
目
に
多
い
（
ワ
ー
ス
ト
１
位

は
台
湾
）
と
い
う
現
状
で
す
。

　

ま
た
、
透
析
患
者
さ
ま
の
特
徴

と
し
て
、
動
脈
硬
化
の
進
行
の
速

さ
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
の
で
、『
急

性
心
筋
梗
塞
』
や
『
下
肢
動
脈
閉

塞
症
』
の
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

腎
臓
が
働
か
な
い

　
「
高
血
圧
・
糖
尿
病
・
慢
性
腎

盂
炎
な
ど
が
原
因
で
、
腎
臓
の
機

能
が
障
害
さ
れ
た
状
態
が
『
慢
性

腎
臓
病
』
で
す
。
加
療
で
進
行
を

防
ぐ
こ
と
が
重
要
で
す
が
、
進
行

し
て
悪
化
す
る
と
、『
腎
代
替
療

法
』
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
実
施
し
な

い
と
、生
命
維
持
が
困
難
に
な
り
、

『
末
期
腎
不
全
』
に
な
っ
て
し
ま

う
か
ら
で
す
。

　
『
腎
代
替
療
法
』
に
は
、
①
透

析
療
法
と
、
②
腎
臓
移
植
が
あ

　
（
熊
田
医
師
）「
現
在
、
成
和
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
は
25
床
の
透
析
ベ
ッ

ド
を
稼
働
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

医
師
は
、
セ
ン
タ
ー
長
で
あ
る

私
・
熊
田
の
ほ
か
、
聖
マ
リ
ア
ン

ナ
医
科
大
学
病
院
と
北
里
大
学
病

院
か
ら
も
医
師
を
招
き
、
人
工
透

析
に
お
け
る
全
般
的
な
診
療
・
透

析
管
理
を
し
て
お
り
ま
す
」

　

神
奈
川
県
大
和
市
に
あ
る
「
成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
は
有
床
診
療
所
（
19
床
の
入

院
設
備
）
で
あ
り
、
内
科
や
循
環
器
内
科
、
整
形
外
科
を
は
じ
め
と
す
る
一
般
診

療
の
ほ
か
、人
工
透
析
治
療
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。
同
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
透
析
（
腎
）

セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
て
い
る
熊
田
稔
也
医
師
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

護
支
援
事
業
所
』
の
４
つ
の
部
門

か
ら
、
ご
利
用
者
さ
ま
そ
れ
ぞ
れ

の
目
的
や
状
況
に
合
わ
せ
て
ご
利

用
い
た
だ
く
こ
と
が
可
能
で
す
」。

【
よ
く
あ
る
問
い
合
わ
せ
②
】

　

た
く
さ
ん
あ
る
老
健
の
中
で
、

ど
う
や
っ
て
自
分
に
あ
っ
た
施
設

を
選
べ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
（
成
和
Ｎ
Ｐ
ス
タ
ッ
フ
）「
例
え

ば
、
当
施
設
は
医
療
グ
ル
ー
プ
に

所
属
し
て
い
る
老
健
で
す
の
で
、

協
力
医
療
機
関
（
病
院
な
ど
）
が

と
て
も
多
く
、
さ
ら
に
連
携
体
制

が
強
固
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
で

月
程
度
、お
過
ご
し
い
た
だ
く『
老

健
入
所
部
門
』、
ご
自
宅
か
ら
通

い
な
が
ら
健
康
維
持
・
機
能
回
復

の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
を
お
受
け
い

た
だ
く
『
通
所
リ
ハ
ビ
リ
部
門
』、

看
護
師
が
生
活
の
場
で
あ
る
家
庭

に
出
向
き
、
健
康
上
の
問
題
や
生

活
上
の
障
害
の
あ
る
方
々
に
対
し

て
専
門
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
な
う

『
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
』、
介

護
を
必
要
と
し
て
い
る
方
が
適
切

な
生
活
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
各
種
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
手
続
き
を
代
行
す
る
『
居
宅
介

れ
と
も
通
う
も
の
な
の
で
す
か
？

　
（
成
和
Ｎ
Ｐ
ス
タ
ッ
フ
）「
そ
の

よ
う
に
疑
問
を
も
た
れ
て
い
る
方

は
、
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

当
施
設
を
例
に
お
話
す
る
と
、
成

和
Ｎ
Ｐ
は
、通
称
『
老

健
』
と
呼
ば
れ
て
い

る
介
護
老
人
保
健
施

設
で
す
。

　

病
院
で
の
治
療

後
、
ご
自
宅
へ
帰
る

た
め
に
介
護
・
看
護
・

リ
ハ
ビ
リ
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
な
が
ら
数
カ

【
よ
く
あ
る
問
い
合
わ
せ
①
】

　

高
齢
者
施
設
の
種
類
が
多
く
、

恥
ず
か
し
な
が
ら
、
私
は
よ
く
わ

か
り
ま
せ
ん
。
今
の
施
設
は
、
入

所
し
て
暮
ら
す
も
の
な
の
か
、
そ

　

介
護
老
人
保
健
施
設
「
成
和
ナ
ー
シ
ン
グ
プ
ラ
ザ
」（
以
下
、
成
和
Ｎ
Ｐ

／
取
材
協
力
）
は
、
高
齢
者
に
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
な
ど
を
行
な
っ
て
い
る
施
設

で
す
。
こ
こ
に
寄
せ
ら
れ
る
問
い
合
わ
せ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

成和クリニック
透析（腎）センター長

熊田 稔也医師

理
が
飛
躍
的
に
向
上
し
て
い
ま

す
。
診
療
報
酬
改
定
（
２
０
１
０

年
）
で
〈
透
析
液
水
質
加
算
〉
が

新
設
さ
れ
、
こ
れ
を
当
ク
リ
ニ
ッ

ク
で
は
取
得
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
患
者
さ
ま
が
安
心
し
て
透
析

療
法
を
お
受
け
い
た
だ
け
る
環
境

を
整
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
患
者
さ
ま
や
地
域
の

皆
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
に
、
改
善
を
重
ね
な
が
ら
、

よ
り
良
い
医
療
を
提
供
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
健
康
に
つ
い
て
の
ほ

か
、
ち
ょ
っ
と
し
た
相
談
で
も
、

お
気
軽
に
ご
来
院
く
だ
さ
い
」。

神奈川県大和市西鶴間5-3488-7｠

☎046-264-3911

成和
クリニック

幼保連携型認定こども園

みどり幼稚園
横浜市戸塚区汲沢２ｰ２６ １ー４
☎045-881-2301
http://www.fureai-midori.ed.jp

問
合
せ

園内見学のご案内
毎週火・金曜日 １０：３０から（要事前予約）
＊園内行事により、残念ながらご希望に沿えない場合もございます。ご了承ください。

カレー大好き！きのう見たやさいだ！

カレー大好き！きのう見たやさいだ！

ぞう組（２歳クラス）の一コマぞう組（２歳クラス）の一コマ
ひと

スタンプ遊び

わ～すご
い！

ピーマン
の中って

こんなな
の！？

わ～すご
い！

ピーマン
の中って

こんなな
の！？

れ
た
断
面
を
、
触
っ
た
り
、
匂
い

を
嗅
い
だ
り
と
、
興
味
津
々
の
様

子
！
そ
の
後
、
野
菜
を
使
っ
た
ス

タ
ン
プ
遊
び
に
発
展
し
ま
し
た
。

　

食
材
に
触
れ
、
楽
し
く
過
ご
し

た
翌
日
は
、
前
日
の
野
菜
を
入
れ

た
夏
カ
レ
ー
が
給
食
に
な
り
ま
し

た
。
全
員
、も
ち
ろ
ん
完
食
で
す
。

　

当
園
で
は
園
児
の
好
奇
心
を
育

む
食
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
」。

　

認
定
こ
ど
も
園
み
ど
り
幼
稚
園

で
は
、
食
育
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
今
回
は
、「
ぞ
う
組
」（
２
歳

ク
ラ
ス
）
を
紹
介
し
ま
す
。

　
（
ぞ
う
組
担
当
教
諭
）「
調
理
室

か
ら
野
菜
が
運
ば
れ
て
く
る
と
、

ぞ
う
組
の
み
ん
な
の
目
が
、
キ
ラ

キ
ラ
と
輝
き
ま
し
た
。か
ぼ
ち
ゃ
・

ピ
ー
マ
ン
・
な
す
を
は
じ
め
と
す

る
丸
ご
と
の
野
菜
と
、
そ
の
切
ら

理学療法士とは…

茅ケ崎駅

1ココ
新湘南バイパス

問
合
せ

理学療法学科／作業療法学科／言語聴覚学科

茅ヶ崎リハビリテーション専門学校
茅ヶ崎市南湖1-6-11（茅ケ崎駅徒歩18分）
☎0467-88-6611
http://www.crc.ac.jp

立つ・歩く・座る・寝る・起きると
いった基本動作の障害、筋力や
持久力の低下、身体各部の痛み
などを、より良い状態に回復させ
るための「理学療法」を専門的
に学びます。その専門知識と技術をもって、患者が抱える麻痺
の回復や、筋力・持久力の向上、痛みの軽減などをはかった
り、杖や車椅子などを活用して、生活環境を改善し、より良い
生活を送れるように支援するリハビリの専門職です。｠

教員一人ひとりが、
熱意をもって
指導しています。
ぜひ一度

ご参加ください。

担当スタッフより学校説明会

13：30スタート
10／５　・11／2土 土

法
な
ど
も
専
門
的
に
学
び
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
人
と
し
て
の
資
質

（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
・

姿
勢
・
視
点
）
を
養
い
、
さ
ら
に

医
療
従
事
者
と
し
て
の
患
者
や
ス

タ
ッ
フ
か
ら
の
信
頼
、
現
場
で
必

要
と
さ
れ
る
“
リ
ー
ダ
ー
”
と
し

て
の
成
長
を
見
据
え
た
人
材
育
成

も
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
一
度
、
学
校
説
明
会
へ
！

　

茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

専
門
学
校
は
、
座
学
や
実
技
を
通

し
て
、
医
療
人
と
し
て
の
幅
広
い

教
養
の
習
得
を
大
切
に
し
て
い
る

「
リ
ハ
ビ
リ
療
法
士
」（
理
学
療
法

士
・
作
業
療
法
士
・
言
語
聴
覚
士
）

の
養
成
校
で
す
。

　
「
理
学
療
法
学
科
」
で
は
基
礎

分
野
の
ほ
か
、
病
気
を
理
解
す
る

領
域
や
、
関
係
す
る
検
査
・
治
療

茅ケ崎駅
1

ココ
新湘南バイパス

夢の実現は準備からー。

茅ヶ崎看護専門学校
茅ヶ崎市今宿３９０（バス停「辻東」徒歩5分）
☎0467-86-6011
http://www.chigakan.ac.jp

問
合
せ

「授業についていけるか不安…」
「どんな人たちが入学を希望しているのかな」
など気になることを解消できる！

基礎学力試験や面接対策のポイントを伝授！
個別相談も可能

木学校
説明会

入試
説明会

土10／12
11：00～12：00

金10／25
16：00～18：00

平日の
夕方

平日の
夕方

学園祭
開催中

同校の教員が丁寧に
指導する「看護体験」
同校の教員が丁寧に
指導する「看護体験」

9／19
16：00～18：00

私たちも昨年、
説明会に参加しました！
お気軽にご来校ください。
お申込みはHPから！

　

さ
ら
に
、
10
月
12
日
㈯
は
学
園

祭
「
か
ん
な
祭
」
が
開
か
れ
ま
す
。

在
校
生
と
一
緒
に
看
護
技
術
を
体

験
し
た
り
、
模
擬
店
な
ど
の
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
！

　

同
日
に
は
「
入
試
説
明
会
」
も

開
催
さ
れ
、
推
薦
入
試
や
社
会
人

入
試
の
対
策
と
ポ
イ
ン
ト
を
、
同

校
担
当
者
が
解
説
し
ま
す
。

　

平
日
の
10
月
25
日
㈮
16
時
～
18

時
に
は
「
入
試
説
明
会
」
を
開
催

し
ま
す
の
で
、予
定
の
つ
く
日
に
、

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校
で
は
、

土
日
祝
日
の
ほ
か
、平
日
に
も「
学

校
説
明
会
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
帰
り
の
高
校
生
や
、
平
日

休
み
の
社
会
人
が
、
参
加
し
や
す

い
日
程
に
開
催
す
る
こ
と
で
、
看

護
に
興
味
の
あ
る
幅
広
い
世
代
の

人
た
ち
に
、
来
校
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

開
催
日
時
は
、
９
月
19
日
㈭
16

時
～
18
時
。
当
日
は
、
同
校
の
教

員
が
直
接
教
え
る
「
看
護
体
験
」

に
も
、
参
加
が
可
能
で
す
。

す
。

　

隣
に
あ
る
『
大
和
成
和
病

院
』
は
循
環
器
専
門
病
院
で

あ
り
、一
本
道
で
行
け
る
『
成

和
ク
リ
ニ
ッ
ク
』
は
人
工
透

析
治
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
内
科
・
消
化
器
・

整
形
外
科
で
は
『
さ
が
み
野

中
央
病
院
』
や
『
綾
瀬
厚
生

病
院
』
な
ど
、
県
央
地
域
に
多
く

の
グ
ル
ー
プ
病
院
を
有
し
て
い
ま

す
。
医
療
依
存
度
が
高
い
方
も
、

ご
心
配
な
く
ご
入
所
い
た
だ
け
ま

す
。

　

ま
た
当
施
設
で
は
、
入
所
生
活

を
楽
し
い
も
の
に
す
る
た
め
、
多

彩
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
企
画

し
て
い
ま
す
。

　

施
設
選
び
は
、
ま
ず
見
学
し
て

み
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
」。

■
成
和
ナ
ー
シ
ン
グ
プ
ラ
ザ

大
和
市
南
林
間
９
の
８
の
９

☎
０
４
６・２
７
２・１
５
１
５

療
法
士
は
温
か
く
常
に
笑
顔
で
接
し
て
い
る

入
所
後
３
カ
月
間
の
「
短
期
集
中
リ
ハ
ビ
リ
」
の
様
子

夏
カ
レ
ー
で
学
ぶ

「
こ
れ
、昨
日
の
野
菜
？」旬
菜
で
食
育

認
定
こ
ど
も
園
み
ど
り
幼
稚
園

取
材
協
力
／
熊
田
稔
也 

透
析（
腎
）セ
ン
タ
ー
長

　

人
工
透
析
が
増
加
し
て
い
る
現
代
と

　
　
　
　
　
　
　

成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
使
命

 
「
成
和
ナ
ー
シ
ン
グ
プ
ラ
ザ
」で
は
利
用
目
的
に
合
わ
せ
て

介
護
・
看
護
・
リ
ハ
ビ
リ
の
提
供
が
可
能
！

土
日
だ
け
じ
ゃ
な
い
！

平
日
夕
方
か
ら
の「
学
校
説
明
会
」

茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校

深
く
学
び
、人
と
の
つ
な
が
り
を
楽
し
む

質
の
高
い「
医
療
人
」を
養
成

茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
学
校

3



医学講座 参加無料参加無料

アクセス

お問合せ
綾瀬厚生病院
☎0467-77-5111（代表）
神奈川県綾瀬市深谷中1-4-16

海老名駅､長後駅､さがみ野駅､
相模大塚駅､かしわ台駅より路線バス

綾瀬
市役所

市立図書館

早川

東名高速道路

綾瀬厚生
病院

45

城山公園

綾瀬大橋
入口 

9月26日（木）14：00～15：00日 時

会 場 綾瀬厚生病院 産婦人科棟 4階 多目的室

次回予告
10月下旬開催予定

高齢者の皮膚疾患 ～全身疾患に伴う皮膚疾患について～
　皮膚のトラブルは年齢とともに変化して
いきます。今回は、当院皮膚科を担当して
いる向野医師が、高齢者に多い皮膚疾患
を中心にお話します。皮膚科に通院され
ている方はもちろん、皮膚疾患が治らない
とお悩みの方などにとって、参考になる内
容ですので、是非ご参加ください。

講 

師

綾瀬厚生病院
皮膚科

向野 哲 医師

医学講座 参加無料参加無料

アクセス

お問合せ
ふれあい町田ホスピタル
☎042-798-1121（代表）
東京都町田市小山ヶ丘1-3-8

多摩境駅・南大沢駅・相模原駅から
無料シャトルバス

小山

相模原駅

多
摩
境
駅

コストコ

町田街道

ふれあい
町田

ホスピタル

北口

橋本

JR横浜線

京
王
線

次回予告
10月下旬開催予定

本当にこまる！排尿トラブル～おしっこのお悩み相談会～
　「歳のせい」と諦めてしまいがちな排
尿のトラブル。しかし、適切な治療を行なう
ことによって、改善することが可能です。お
しっこでお悩みの方は、加齢を原因に放
置せず、今回の講座に是非ご参加くださ
い。内容を聞くだけでも、気が楽になる方
は、多くいらっしゃると思います。

9月14日（土）13：00～14：30日 時

会 場 ふれあい町田ホスピタル １階 会議室
講 

師

ふれあい町田ホスピタル
泌尿器科

岩田 鉄平 医師

ふれあい町田ホスピタル
消化器外科

長谷川 小百合 医師

場
合
、生
命
の
危
機
に
面
し
ま
す
。

　

ま
た
、
病
気
の
治
療
や
リ
ハ
ビ

リ
の
た
め
に
、
よ
り
多
く
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
必
要
に
な
る
場
合
も
、

栄
養
治
療
を
要
し
ま
す
」

医
師
が
相
談
に
の
る

　
（
長
谷
川
医
師
）「
当
院
（
ふ
れ

あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
）
で
は
、

私
・
消
化
器
外
科
担
当
医
の
ほ
か

医
療
ス
タ
ッ
フ
は
、
患
者
さ
ま
や

ご
家
族
さ
ま
の
ご
不
安
や
心
配
事

を
、
安
心
し
て
ご
相
談
い
た
だ
け

る
環
境
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
お
悩
み
の
際
は
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
じ
っ
く
り
と

お
話
を
お
聞
き
い
た
し
ま
す
」。

■
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル

　
☎
０
４
２・７
９
８・１
１
２
１

　
町
田
市
小
山
ヶ
丘
１
の
３
の
８

と
い
い
、
口
か
ら
の
食
事
と
併
用

す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
」

併
発
し
て
い
る
病
気
の
た
め
に
も

　
（
長
谷
川
医
師
）「
で
は
、
栄
養

治
療
で
あ
る
『
胃
ろ
う
』
は
、
な

ぜ
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
は
、
栄
養
が
十
分
に
取
れ

な
い
状
態
で
は
、
ほ
か
に
抱
え
て

い
る
病
気
の
治
療
効
果
が
あ
が
ら

な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

口
か
ら
の
食
事
で
必
要
な
栄
養
量

を
取
れ
な
い
場
合
、
そ
の
ま
ま
で

は
栄
養
不
足
で
衰
弱
し
、
最
悪
の

　
（
長
谷
川
医
師
）「
脳
の
病
気
や

顎
の
腫
瘍
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
原

因
で
口
か
ら
十
分
な
栄
養
摂
取
が

で
き
な
い
場
合
に
、
内
視
鏡
を
用

い
て
胃
に
栄
養
を
送
る
た
め
の
小

さ
な
穴
を
作
り
、
そ
の
穴
に
カ

テ
ー
テ
ル
を
通
し
て
栄
養
を
摂
取

し
て
も
ら
う
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
栄
養
治
療
を
『
胃
ろ
う
』

　
「
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
で
は
、
消
化
器

を
専
門
と
す
る
医
師
が
、
胃
ろ
う
の
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
消
化
器
外
科
を
担
当
し
て
い
る
長
谷
川
小

百
合
医
師
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。　

 〈
取
材
協
力
〉

多
い
の
で
、
重
篤
に
な
り
や
す
い

傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｐ
Ｅ
Ｇ
の
手
術
を
受
け

て
も
、
そ
れ
だ
け
で
元
気
に
な
れ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

か
ら
十
分
な
栄
養
を
摂
取
し
て
、

時
間
を
か
け
て
元
気
に
な
っ
て
い

く
の
で
、
長
く
使
い
続
け
て
い
く

過
程
で
、
胃
ろ
う
周
辺
の
皮
膚
が

た
だ
れ
た
り
、
栄
養
剤
が
漏
れ
た

り
、
カ
テ
ー
テ
ル
が
詰
ま
る
な
ど

の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

胃
ろ
う
の
賛
否
に
つ
い
て
は
、

し
ば
し
ば
議
論
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
胃
ろ
う
を
含
め
、
自
分

が
ど
の
よ
う
な
最
期
を
迎
え
た
い

か
は
、
意
思
表
示
が
で
き
る
間
に

考
え
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

き
る
の
が
、
胃
ろ
う
の
メ
リ
ッ
ト

で
す
。衰
弱
の
危
機
を
回
避
し
て
、

栄
養
状
態
の
改
善
と
体
力
の
回
復

が
得
ら
れ
る
の
で
、
結
果
的
に
長

生
き
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

人
工
的
に
管
を
つ
な
ぐ
リ
ス
ク

　

胃
ろ
う
の
手
術
（
Ｐ
Ｅ
Ｇ
）
は

15
分
程
度
の
手
術
で
す
が
、
細

菌
感
染
な
ど

に
よ
る
合
併

症
が
発
生
す

る
確
率
は
、

０
％
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
体

力
が
低
下
し

た
人
に
実
施

す
る
場
合
が

　
「（
栄
養
）
胃
ろ
う
」
と
は
、
腹

壁
を
切
開
し
て
胃
内
に
管
を
通

し
、
食
物
・
水
分
・
医
薬
品
な
ど

を
流
入
さ
せ
て
投
与
す
る
た
め
の

医
療
処
置
の
こ
と
で
す
。

栄
養
摂
取
を
維
持

　

口
か
ら
栄
養
摂
取
が
で
き
な
い

場
合
に
、
安
定
的
に
栄
養
摂
取
で

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
例
を
あ

げ
る
と
、
皮
膚
悪
性
腫
瘍
で
あ
る

〈
基
底
細
胞
が
ん
〉〈
有
棘
細
胞
が

ん
〉
や
、
前
癌
状
態
で
あ
る
〈
日

光
角
化
症
〉
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

紫
外
線
が
皮
膚
悪
性
腫
瘍
の
発

症
に
ど
れ
だ
け
関
連
す
る
か
は
、

人
種
や
腫
瘍
の
種
類
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
」　

　

︱
︱
︱
で
は
、「
皮
膚
が
ん
」

の
対
策
と
し
て
、
何
を
心
が
け
れ

ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　
（
同
医
師
）「
皮
膚
悪
性
腫
瘍
に

お
い
て
、
早
期
発
見
が
と
て
も
重

要
に
な
り
ま
す
。

　

何
か
気
に
な
る
こ
と
や
、
い
つ

も
と
違
う
症
状
、
不
安
な
皮
膚
の

状
態
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
す

ぐ
に
診
察
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
当
院（
綾
瀬
厚
生
病
院
）

は
外
来
の
診
断
治
療
に
加
え
、
形

成
外
科
や
大
学
病
院
と
の
連
携
体

制
が
整
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
是

非
ご
相
談
く
だ
さ
い
」。

　

一
方
、
悪
性
腫
瘍
に
は
、〈
基

底
細
胞
が
ん
〉〈
有
棘
細
胞
が
ん
〉

〈
悪
性
黒
色
腫
〉
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。良
性
腫
瘍
と
比
較
し
て
、

大
掛
か
り
な
治
療
が
必
要
に
な
る

場
合
が
多
い
で
す
。

　

ま
た
、
良
性
と
悪
性
の
中
間
で

あ
る
『
前
癌
状
態
』
に
は
、〈
日

光
角
化
症
〉
な
ど
が
あ
り
ま
す
」

　
︱
︱
︱
い
わ
ゆ
る「
皮
膚
が
ん
」

の
原
因
は
、
紫
外
線
で
す
か
？

　
（
同
医
師
）「『
皮
膚
悪
性
腫
瘍
』

の
一
部
は
、
発
症
・
悪
化
に
紫
外

線
が
関
連
し
て
い
る
可
能
性
が
あ

　

良
性
腫
瘍
に
は
、〈
脂
漏
性
角

化
症
〉〈
色
素
性
母
斑
（
い
わ
ゆ

る
ホ
ク
ロ
）〉〈
軟
性
線
維
腫
〉
な

ど
、
多
々
あ
り
ま
す
。
主
に
外
用

薬
や
液
体
窒
素
、外
来
手
術
な
ど
、

通
院
で
の
治
療
に
な
り
ま
す
。

　
︱
︱
︱
肌
の
で
き
も
の
（
皮
膚

腫
瘍
）
に
は
、
ど
の
よ
う
な
種
類

が
あ
る
の
で
す
か
？

　
（
向
野
医
師
／
取
材
協
力
）「
皮

膚
の
腫
瘍
に
は
、
大
き
く
分
け
て

『
良
性
』と『
悪
性
』が
あ
り
ま
す
。

　

紫
外
線
は
、
皮
膚
悪
性
腫
瘍
の
一
種
で
あ
る
「
皮
膚
が
ん
」
の
発
症
に
関
与

し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
太
陽
光
で
す
。
綾
瀬
厚
生
病
院
の
皮
膚
科
・
向
野
哲

医
師
に
、
皮
膚
の
腫
瘍
や
治
療
な
ど
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

受
け
た
結
果
、
起
き
る
反
応
と
い

う
わ
け
で
す
。

■
皮
膚
の
病
気

　

人
間
は
、
大
量
の
紫
外
線
に
さ

ら
さ
れ
る
と
、
短
期
的
に
は
「
日

焼
け
（
日
光
皮
膚
炎
）」、
長
期
的

に
は
「
皮
膚
の
老
化
（
光
老
化
）」

と
い
う
影
響
を
受
け
、さ
ら
に「
皮

膚
が
ん
」
の
発
症
リ
ス
ク
が
高
ま

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
病
気
を
抱
え
て
い
る
人

で
は
、
そ
の
病
気
が
悪
化
す
る
要

因
に
も
な
り
ま
す
。

■
予
防
対
策

　

日
光
か
ら
の
悪
影
響
を
防
ぐ
た

め
に
は
、
紫
外
線
を
浴
び
過
ぎ
な

い
よ
う
に
、
保
護
用
の
衣
類
の
着

用
や
日
焼
け
止
め
な
ど
を
う
ま
く

活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

現
代
で
は
、小
児
に
対
し
て
も
、

将
来
の
疾
患
リ
ス
ク
を
考
え
た
紫

外
線
対
策
が
重
要
視
さ
れ
、
予
防

が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

決
し
て
少
な
く
な
い
の
で
す
。

■
メ
ラ
ニ
ン
色
素

　

人
間
の
皮
膚
は
、
紫
外
線
に
さ

ら
さ
れ
る
と
「
メ
ラ
ニ
ン
色
素
」

を
多
く
作
り
ま
す
。
こ
れ
は
紫
外

線
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
人
間
が

も
っ
て
い
る
生
体
防
御
で
す
。

　

メ
ラ
ニ
ン
色
素
を
産
生
す
る

と
、皮
膚
の
色
は
黒
ず
み
ま
す
が
、

そ
の
メ
ラ
ニ
ン
色
素
は
紫
外
線
を

吸
収
す
る
た
め
、
そ
の
後
、
皮
膚

が
紫
外
線
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
を

防
ぐ
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
紫
外

線
に
よ
っ
て
皮
膚
が
ダ
メ
ー
ジ
を

届
き
ま
す
。
紫
外
線
は
肉
眼
で
は

見
え
ま
せ
ん
が
、
皮
膚
に
与
え
る

影
響
が
最
も
強
い
波
長
の
光
で

す
。

　

近
年
、
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
に

よ
っ
て
、
紫
外
線
量

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

年
間
を
通
し
て
地
球

上
に
紫
外
線
が
降
り

注
い
で
い
ま
す
が
、

日
本
で
は
４
～
８
月

頃
に
紫
外
線
量
が

ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。

残
暑
厳
し
い
今
の
時

期
も
、
紫
外
線
量
は

■
紫
外
線

　

太
陽
光
は
地
球
の
オ
ゾ
ン
層
で

吸
収
さ
れ
、「
紫
外
線
」「
可
視
光

線
」「
赤
外
線
」
と
し
て
地
表
に

　

太
陽
か
ら
の
日
光
に
含
ま
れ
る
紫
外
線
に
よ
っ
て
、
人
間
は
生
命
維
持
の
た
め
に

重
要
な
働
き
で
あ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
産
生
を
促
し
ま
す
。
一
方
で
、
紫
外
線
は
皮
膚

に
老
化
を
も
た
ら
し
た
り
、
皮
膚
が
ん
と
の
関
わ
り
な
ど
、
有
害
な
作
用
も
あ
り
ま
す
。

栄養剤など

胃ろうのしくみ

腹部の
皮膚 イメージ

胃

紫外線

綾瀬厚生病院

海老名駅から 相鉄バス「綾瀬市役所」行
さがみ野駅から 神奈中バス「吉岡工業団地」行
長後駅から コミュニティバス「かわせみ４号車」
相模大塚駅から コミュニティバス「かわせみ2号車」
かしわ台駅から コミュニティバス「かわせみ1号車」

神奈川県綾瀬市深谷中１‒４‒１６
☎０４６７（７７）５１１１

皮膚科担当　向野 哲医師

市立図書館

早川

東名高速道路

45

綾瀬大橋入口 綾瀬市役所

綾瀬厚生病院
P完備

城山公園

ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
　
消
化
器
外
科

「
胃
ろ
う
の
疑
問
・
不
安
に
答
え
ま
す
」

ダ
イ
レ
ク
ト
に
栄
養
を
送
る「
胃
ろ
う
」と
は

　

皮
膚
が
ん
や

　
　
　

紫
外
線
に
よ
る
病
気
の
発
症
に
つ
い
て

綾
瀬
厚
生
病
院
・
皮
膚
科
　
向
野 

哲 
医
師

人
間
が
太
陽
光
か
ら
受
け
る
影
響 

〜
皮
膚
の
観
点
か
ら
〜

2019年9月

No.33

町田・
県央版健康生活お役立ち新聞

発行所　（有）エフ.アンド.ユアライフ　〒253-0084 茅ヶ崎市円蔵370-20　電話（0467）58-5678 

 4


